
ＮＥＡＲプロジェクト海辺の漂着物調査報告書
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海を汚している行動はどれですか？海洋ごみがない海岸はどんなところ？海洋ごみがない海岸はどんなところ？
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図2　2022年度 調査海岸
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図１　延べ参加者数の推移
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図5　エリア別 海辺の漂着物100㎡あたりの年平均個数の推移

図3　2022年度　海辺の漂着物
　　100m2あたりの平均個数（個）

図4　2022年度　海辺の漂着物
　　100m2あたりの平均重量（g）
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注）四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合があります。

(公財)環日本海環境協力センター(ＮＰＥＣ)では、沿岸自治体との連携・協力体制の構築や漂着物等による海辺
の汚染実態の把握等を目的として、1996年度から「日本海・黄海沿岸の埋没・漂着物調査」を開始し、2010年度
からは「ＮＥＡＲ※プロジェクト海辺の漂着物調査」として、日本、中国、韓国、ロシアの自治体が参加する国際共同
調査を実施しています。

これまで、北東アジア地域の沿岸４か国、38自治体、262海岸で実施され、延べ44,462人（図1参照）の参加者
の協力を得て調査を実施しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  ※北東アジア地域自治体連合

漂着物調査の概要（2022年度）

調査は、原則として秋季（9～11月）に実施しました。

調査は、各県や市町村が中心となり、地元の市町村、
ＮＧＯ・ＮＰＯ、小・中学校等と連携・協力して行いました。
2022年度は、日本、韓国、ロシアの３か国の16自治
体、46海岸（図２参照）において、延べ1,702人が調査
に参加しました。

　　　　　　　　　
（※調査方法の詳細は、参考資料の調査方法を参照）

【漂着物調査】
100ｍ²あたりの漂着物の平均個数（図３参照）は272個であり、内

訳は、「プラスチック類」が193個（100ｍ²あたりの総個数の71％）と
最も多く、次いで「発泡スチロール類」54個（同20％）の順でした。

100ｍ²あたりの漂着物の平均重量（図４参照）は3,919ｇであり、
内訳は、「プラスチック類」が1,752ｇ（100ｍ²あたりの総重量の
45％）と最も多く、次いで「ゴム類」1,311ｇ（同33％）の順でした。

とりわけ「プラスチック類」や「発泡スチロール類」等の軽くて破片
化されやすいプラスチック製の素材等の割合が高くなっています。

また、エリア別（図５、表１参照）の100ｍ²あたりの漂着物の平均個
数は、「エリアB」が407個と最も多く、次いで「エリアA」325個の順で
あり、「エリアF」は117個と最も少ない結果でした。国別にみると、日
本の海岸は、他の国と比べて、漂着物個数が多い傾向がありました。

【マイクロプラスチック調査】
海岸の砂中の単位面積あたりのマイクロプラスチックの平均個数は3,005個/ｍ²であり、単位体積あたりのマイ

クロプラスチックの平均個数は120個/Ｌでした（図6、7参照）。また、海岸別に個数や多くみられる分類がばらつき
ました。

マイクロプラスチックの回収は困難であり、日本海において関係機関の連携協力によるプラスチックごみの
流出防止対策が必要となっています。今後も日本海沿岸の地方自治体、市民と連携した調査を継続的に行い、実
態把握に努めるとともに、市民への普及啓発に取り込むことが必要です。

紙類 8（0%）
発泡スチロール類

124（3%）

注）1.エリアは、A（九州・沖縄エリア）、B（中国・近畿エリア）、C（北陸エリア）、D（東北エリア）、E（北海道
エリア）、F（ロシアエリア）、G（韓国 東海岸エリア）、H（韓国 西海岸エリア）、I（中国エリア）を指します。
2.エリアE（北海道エリア）、エリアI（中国エリア）では、調査を実施していません。
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エリア 番号 所在地 調査海岸

漂着物調査 マイクロプラスチック調査

調査参加団体100㎡
あたりの
採集個数

（個 /100㎡）

100㎡
あたりの
採集重量

（ｇ /100㎡）

単位面積
あたりの
採取個数

（個 / ｍ ²）

単位体積
あたりの
採取個数

（個 / Ｌ）

Ａ

1 長崎県 田尾海岸 68 890 700 28 五島市環境生活課、長崎県五島保健所
2 蛤浜海水浴場 388 8,167 525 21 長崎県資源循環推進課、上五島保健所衛生環境課、新上五島町役場環境課
3 湊浜海浜公園 340 11,330 675 14 対馬市役所、長崎県五島保健所
4 里浜海水浴場 125 2,387 358 14 長崎県壱岐保健所
5 佐賀県 北浜 704 18,209 － － 佐賀県環境課、唐津市、唐津市立湊中学校

Ｂ

6
山口県

涌田海岸 137 828 － － 下関市環境政策課、下関市立誠意小学校
7 大浜海岸 1,547 4,122 － － 長門市生活環境課、長門健康福祉センター、長門市立菱海中学校
8 二位の浜 482 2,248 12,700 508 山口県環境保健センター、長門市生活環境課、長門健康福祉センター、長門市立日置中学校

9

島根県

持石海岸 A 277 5,360 － － 島根県廃棄物対策課、益田市役所、益田地区広域市町村圏事務組合、益田保健所、津和野町役場、吉賀町役場、益田市立
安田小学校

10 持石海岸 B 372 4,578 － － 島根県廃棄物対策課、益田市役所、益田地区広域市町村圏事務組合、吉賀町役場、津和野町役場、西部農林水産振興セン
ター、吉賀町立蔵木小学校

11 小浜海岸 (-) (-) － － 島根県廃棄物対策課、益田地区広域市町村圏事務組合、益田市役所、益田県土整備事務所、益田市立戸田小学校

12 小浜海岸 B 458 1,728 － － 島根県廃棄物対策課、益田地区広域市町村圏事務組合、益田市役所、吉賀町役場、津和野町役場、吉賀町立朝倉小学校、
吉賀町立六日市小学校

13 喜阿弥海岸 182 2,867 － － 島根県廃棄物対策課、益田市広域市町村圏事務組合、益田市役所、吉賀町役場、津和野町役場、益田県土整備事務所、吉
賀町立柿木小学校

14 喜阿弥海岸 B 107 1,121 － － 島根県廃棄物対策課、益田地区広域市町村圏事務組合、益田市役所、吉賀町役場、津和野町役場、津和野町立青原小学校
15 福浦海岸 297 8,097 － － 島根県廃棄物対策課、環境省隠岐管理官事務所、隠岐の島町役場、隠岐保健所、隠岐の島町立五箇小学校
16 西浜海岸 － － 1,975 79 島根県廃棄物対策課、出雲西高等学校

17
鳥取県

弓ヶ浜海岸 517 737 42 2 鳥取県（循環型社会推進課及び西部総合事務所環境建築局環境・循環推進課）、米子市クリーン推進課、鳥取県立境港総
合技術高等学校

18 浦富海岸 332 666 0 0 鳥取県循環型社会推進課、岩見町環境水道課、岩美町観光協会、牧谷自治会、岩美町立渚交流館
19

兵庫県
香住浜海水浴場 (150) (354) － － 兵庫県美方郡香美町役場町民課、香美町立香住小学校

20 訓谷浜 (197) (330) － － 兵庫県美方郡香美町役場町民課、香美町環境美化推進議長会、 香美町立佐津小学校
21 京都府 琴引浜海岸 181 126 58 2 琴引浜鳴り砂を守る会、京都府立丹後緑風高等学校ボランティア部

Ｃ

22 福井県 三国サンセットビーチ 176 534 3,400 136 福井県環境政策課、福井市立鷹巣小学校

23
石川県

柴垣海岸 (235) (58,883) 42 2 石川県資源循環推進課、羽咋市、羽咋市広域圏事務組合、金沢星陵大学人間科学部池田研究室、クリーン・ビーチいしか
わ実行委員会、国立能登青少年交流の家、㈱環境公害研究センター

24 曽々木海岸 163 947 － － 輪島市環境対策課
25

富山県

島尾・松田江浜 325 708 8,842 354 氷見市環境防犯課、氷見市立窪小学校、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス㈱

26 松太枝浜 459 1,005 2,200 88 高岡市環境政策課、高岡市立太田小学校、太田校下老人クラブ、NOWPAP  RUC、（公財）環日本海環境協力センター、日
本海環境サービス（株）

27 六渡寺海岸 － － 55,813 2,233 六渡寺海岸美化推進協議会、富山県生活協同組合連合会、富山県協同組合協議会、富山県消費者協会
28 海老江海岸 283 95 1,442 58 射水市環境課、射水市河川港湾課、射水市立東明小学校、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）
29 八重津浜海水浴場 B － － 1,767 71 富山県協同組合協議会、富山県生活協同組合連合会、農林中央金庫、富山県消費者協会、ワーカーズコープ

30 岩瀬浜 70 299 517 21 富山県環境保全課、富山市環境保全課、富山市立岩瀬小学校、NPO 法人きんたろう倶楽部、富山国際大学付属高等学校、
国際ソロプチミスト富山、富山大学、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）

31 宮崎・境海岸 10 18 817 33 朝日町住民・子ども課、朝日町立あさひ野小学校、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）
Ｄ 32 山形県 浜中あさり海水浴場 162 433 175 7 山形県庄内総合支庁保健福祉環境課

Ｆ

33
ハバロフスク

地方

トキ入江 101 3,180 0 0 ハバロフスク地方天然資源省、ワニノ町放課後教育機関「放課後教育センター」、ワニノ町第 2 号総合学校、ワニノ町第
3 号総合学校、ワニノ町第 4 号総合学校、ワニノ町オクチャブリスキー総合学校

34 アンドレイ入江 8 2,948 0 0 ハバロフスク地方天然資源省

35 オブマンナヤ入江 71 4,579 0 0 ハバロフスク地方天然資源省、ソビエツカヤガバン市青少年創造センター「パラダ」、ソビエツカヤガバン市第 1 号総合
学校、ソビエツカヤガバン市第 3 号総合学校

36
沿海地方

スレードニャヤ入江 31 2,070 363 15 家族エコ団体「相棒」
37 プロズラチナヤ入江 213 1,974 0 0 ナホトカ市補足教育「青少年のツーリズムと見学のセンター」
38 ピャティオホトニコフ入江 281 48,953 50 3 地域間公共団体「トラ・センター」

Ｇ 39 江原道 鏡浦（キョンポ）海水浴場 (302) (5,422) 59 1 カンイル女子高等学校

Ｈ

40
忠清南道

波涛里（パドリ）海水浴場 72 182 1,738 70 マンリポ高等学校　環境愛サークルリトルマンリポレスト
41 万里浦（マンリポ）海水浴場 972 244 1,675 67 マンリポ高等学校　環境愛サークルリトルマンリポレスト
42

慶尚南道

亡日峰（マンイルボン）海岸 263 601 50 2 忠武（チュンム）小学校
43 竹林湾（チュンリムマン）海岸 13 337 － － 忠武（チュンム）小学校
44 道南（トナム）海水浴場 126 877 75 3 忠武（チュンム）小学校
45 トンアム干潟海辺 7 207 50 2 忠武（チュンム）小学校
46 古県里（コヒョンリ）海岸 24 5,287 55 2 牛山（ウサン）小学校

注） 1. 小浜海岸、香住浜海水浴場、訓谷浜、柴垣海岸、鏡浦（キョンポ）海水浴場の漂着物調査結果は、調査面積が不明、一部分類の重量が測定されていない又は分類方法が異なるため、全調査海岸平均に含まれていません。
　　2. 四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合があります。

計３か国、16自治体、46海岸（マイクロプラスチック調査　3 か国、14 自治体、32 海岸）
平均 272 3,919 3,005 120 延べ参加人数：1,702 人

表１ 2022 年度 調査海岸



海岸での素材収集 制作の様子 作品例（ハバロフスク地方）

造形遊びの様子 マイクロプラスチック調査体験の様子 とやま環境フェア2022での活動紹介

マイクロプラスチック調査方法紹介動画（YouTube） 漂着物貼り絵工作

公益財団法人 
環日本海環境協力センター 

 公益社団法人 
 日本海難防止協会 

会場の様子 作品例

海洋ごみ問題については、実態把握や議論のみならず、具体的な対策を始めることが必要となっていますが、
市民への海洋ごみ問題の浸透は不十分な状況です。

多くの市民が地球規模の海洋環境問題としての海洋ごみ問題について理解を深めることが求められています。
海洋ごみ問題に関する普及啓発活動は、身近な取組みを進めていくための第一歩となるものであり、今後、各

地域で広く展開されることが期待されています。
こうしたことから、NPECは富山県等と連携して、漂着物に関する様々な普及啓発活動に取り組んでいます。

■漂着物アート作品等の展示

市民に幅広く海洋ごみ問題に関心を持ってもらうため、小学生が制作した漂着物アート作品やマイクロプラス
チックをはじめとした海洋ごみに関する啓発資材を紹介する展示会を開催しました。

開催期日　2022年6月9日（木）～6月26日（日）
開催場所　氷見市海浜植物園（富山県）
主 催 等　主催：氷見市海浜植物園指定管理者アクティオ（株）、NPEC
　　　　　後援：富山県、（公財）とやま環境財団
　　　　　作品制作指導：国立大学法人富山大学芸術文化学部　長田堅二郎講師

■漂着物アート制作体験

子供たちに海洋ごみ問題の現状を理解してもらい、その解決に向けた取組みを促すため、
「漂着物アート制作体験」を実施しました。

＜取組み例＞
　開催期日　2022年6月8日（水）
　開催場所　氷見市立窪小学校（富山県）

■海岸での造形遊び等

小学生が自然を楽しみ、漂着物やマイクロプラスチックの問題に目を向けて環境を大切にしようとする心を育
むことを目的に、海岸の砂や漂着物などを使った「造形遊び」や「マイクロプラスチック調査体験」を行うイベント
を実施しました。

開催期日　2022年7月24日（日）
開催場所　松田江浜（富山県）
主 催 等　主催：NPEC
　　　　　後援：富山県、国立大学法人富山大学、（公財）とやま環境財団
　　　　　指導：国立大学法人富山大学教育学部　隅敦教授

■イベントなどでの普及啓発活動

環境に関するイベントなどの機会をとらえて、市民の皆さんに海洋ごみ問題に関心と理解を深めてもらうた
め、漂着物に関するパネル展示やオンラインでの活動紹介、出前授業、調査活動体験など、地域の自治体や団体
等と連携した取組みを進めています。

注）四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合があります。

肥料コーティングカプセル
2,114（70%）

その他 4（0%）

硬質プラスチック破片 100（3%）

シート状破片 137（5%）

繊維状破片 10（0%）

発泡スチロール片 599（20%）

レジンペレット 32（1%）

人工芝破片 9（0%）
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海洋ごみ問題に関する普及啓発活動



満潮線の様子

マイクロプラスチックとは、5mm以下の小さなプラスチックごみであり、海の生き物への影響が心配されています。
この調査は、海岸の砂の中にどれぐらいマイクロプラスチックがあるかを調べるものです。（できれば3地点程

度調査してみましょう。）

海辺の漂着物調査では、海岸に存在する海洋ごみの実態把握だけでなく、その発生源も推測するため、材質別
に大きく分類し、さらに機能や製造時の用途別に細分類をしています。また参加者に対しては、調査結果を参考
にして、海洋ごみ削減に向けて、自分自身ができる行動を考えて実践するよう呼びかけています。

マイクロプラスチック調査

１　砂の採取
● 漂着物が帯状になっているところ（満潮線。マイクロプラスチックが多くあるところ）を目安

に、縦横20cmの正方形の区画を設定し、区画内の砂を2.5cmの深さ（1リットル）までバケ
ツにとります。（海岸の状況に合わせて、大きさ等の変更は可能です。）
このとき、方形枠を砂浜に埋め、ならし器を使用して、砂を削ぎ取るように採取します。
方形枠がないときは、箸と紐で20cmの正方形をつくり、シャベル等で砂を2.5cm深さま
でとります。

● とった砂から5mmより大きいごみを除くため、バットの上で5mm目ふるいにかけます。

2　マイクロプラスチックの採取
砂粒の大きさや湿り具合を見て、次の2つの方法からどちらかを選んでマイクロプラスチックを

集めて、その数を数えます。また分類別に分けて記録します。

① ふるいを使う方法（砂が乾いているとき）
● バットの砂を2mm目のふるいにかけます。
● ふるいに残ったごみの中から、マイクロプラスチックを選別して、個数を数えます。また、色

や形、固さで分類別（硬質プラスチック破片、発泡スチロール片など）に分けて記録します。

② 水を使う方法（砂が湿っているとき、ふるいにかかりにくい砂の大きさのとき）
● バットの砂をバケツに入れ、ひしゃくやポリタンクで水を加えて、よくかき混ぜます。
● 上ずみ液を浮いているごみごと2mm目のふるいにかけます。
● 上記の作業をもう1回繰り返します。
● ふるいに残ったごみの中から、マイクロプラスチックを選別して、個数を数えます。また、色

や形、固さで分類別（硬質プラスチック破片、発泡スチロール片など）に分けて記録します。

調査方法 調査方法

参 考 資 料
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ＮＥＡＲプロジェクト海辺の漂着物調査報告書

令和4年度 富山県委託業務

2022年度　概要版

海を汚している行動はどれですか？海洋ごみがない海岸はどんなところ？海洋ごみがない海岸はどんなところ？

公益財団法人

公益財団法人

https://www.npec.or.jp/


